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◆ 12 月定例会の動き
◆ 12 月定例会の議決の概要
◆令和３年１月臨時会の議決の概要
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◆意見書・決議
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右記のQRコードを読み込み、アプリ「COCOAR」をダウンロードして、上の写真にスマート
フォンをかざすと、今年度実施した第 16 回フォトコンテストの入賞作品をご覧になれます。

第 15 回埼玉県議会フォトコンテスト　入選「えさ場へ移動は雪中歩行」
撮影者：諸田 要 様　撮影場所：蓮田市 西城沼公園
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本庄東高等学校　３年生
荻原 千晶 様

題 字

会派名（略称） 所属議員数
自　　　　　民 50 人
県　　　　　民 14 人
民主フォーラム 10 人
公　　　　　明 ９人
共  　 産 　  党 ６人
改　　　　　革 １人
無  　 所  　 属 １人

計 91 人
（欠員２人）

会派別所属議員数
令和３年 1 月 14 日現在

令和３年２月定例会は知事により招集され、会期予定は２月 19 日（金）から３月 26 日（金）の日程で調整中です。正式な日程は、議会運営委員会で協議されます。
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県議会マスコット
「ポッポ」

主 な 内 容

12 月定例会の議決の概要 令和 3年 1月臨時会の議決の概要 1月7日に
開かれました。

12 月定例会の動き
11月30日（月）から12月18日（金）までの19日間にわたり開
かれました。

補正予算・条例などの議案および請願の審査などが行われま
した。

常任委員会12月14日

知事提出議案について、知事から提案説明などが行われまし
た。急施議案については常任委員会での審査後、委員長報告
を受けて討論・採決が行われました。

11月30日 開会日

知事追加提出議案（急施議案）について、知事から提案説明
が行われました。常任委員会での審査後、委員長報告を受け
て採決が行われました。

12月2日 議案の追加提出

議案および付託案件の審査が行われました。
12月15日・16日 特別委員会

各委員会の委員長報告を受けて討論・採決が行われました。
12月18日 閉会日

令和２年12月定例会・
令和３年１月臨時会報告号

●知事提出議案
●令和 2 年度埼玉県一般会計補正予算（第 11 号）
　歳入歳出予算補正額　19 億 4,283 万 2,000 円
　・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための営業時間短縮

　　　  要請に伴う協力金の支給に要する経費
など 51 件を可決、そのほか 2 件を認定、4 件に同意

●知事提出議案
●令和 2 年度埼玉県一般会計補正予算（第 12 号）
　歳入歳出予算補正額　582 億 20 万円
　・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための、さらなる営業

　　　  時間短縮要請に伴う協力金の支給に要する経費
の 1 件を可決

●議員提出議案
●埼玉県迷惑行為防止条例の一部を改正する条例（4 面）

など 8 件を可決、条例 1 件を否決

●議員提出議案
●新型コロナウイルス感染症対策に係る地方財源確保を求める意見書
の 1 件を可決

令和3年 月 日土 発行1 23

15人の議員が質疑・質問を行い、活発な論議が行われました。
12月4日・7日～10日 一般質問

埼玉県議会議長
田村琢実

埼玉県議会副議長
小久保憲一

　
暦
の
上
で
は
ま
も
な
く
立
春
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
々
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
一
年
を
通
じ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

応
に
追
わ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
日
々
対
応
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
医
療
従
事

者
な
ど
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
県
で
も
多
く
の
感
染
者
が
発
生
し
、
１
月
７
日
に
は
再
度
の
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
待
っ
た
な
し
の
緊
迫
し
た
状
況
の
中
、
検
査
体
制
の
拡
充
や

医
療
供
給
体
制
の
確
保
、
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
な
ど
の
感
染
予
防
対
策
、
さ
ら
に

は
時
短
営
業
の
要
請
と
協
力
金
の
支
給
な
ど
、
感
染
症
対
策
と
経
済
回
復
を
両
立
す
る

た
め
の
施
策
を
全
力
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
打
ち
勝
つ
た
め
な
ど
の
補
正
予
算
の
審
議
は
、
今

年
度
12
回
に
及
ん
で
い
ま
す
。
定
例
会
だ
け
で
な
く
臨
時
会
を
２
回
開
催
し
た
ほ
か
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
県
執
行
部
と
共
に
必
死
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
迅
速
か
つ
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
た
め
の
き
め
細
か
な
対
策
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
埼
玉
県
が
誕
生
し
て
150
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
歴

史
や
豊
か
な
自
然
環
境
、
特
産
品
な
ど
の
本
県
の
多
彩
な
魅
力
を
再
発
見
し
、
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
県
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
そ
し
て
見

過
ご
さ
れ
た
り
、
後
回
し
に
さ
れ
た
り
す
る
課
題
が
な
い
よ
う
、
県
議
会
と
し
て
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
本
年
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆委員会リポート
◆決算特別委員会の審査結果
◆予算特別委員会を設置
◆「埼玉県迷惑行為防止条例」を改正
◆県議会クイズ
◆フォトコンテスト入賞作品決定！

4 面

プレゼント付き！！

（4 面）

（4 面）

（2・3 面）
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新
型
コ
ロ
ナ
関
連

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

コ
ロ
ナ
禍
を
バ
ネ
に

「
脱
炭
素
化
」
社
会
の
実
現
を

埼
玉
を
研
究
開
発
立
県
に

大
河
ド
ラ
マ
と
地
域
振
興
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
戦
略
を

担
保
す
る
法
的
根
拠
は
必
要

で
、
努
力
義
務
を
規
定
す
る
条
例

の
制
定
は
有
効
と
考
え
る
。
し
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る

特
措
法
（
※
２
）
を
改
正
し
た
上

で
、
さ
ら
に
定
め
る
べ
き
事
項
が

あ
れ
ば
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
ま
ず
は
国
へ
法
体
系

の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
て
い
く
。

県
民
と
共
に
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
を
戦
略
的
に
進
め
る
に
は

法
的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。
知
事

は
県
民
へ
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
を
発

信
し
て
い
る
が
、
応
じ
る
か
は
良

識
に
託
さ
れ
て
い
る
。
感
染
予
防

や
ま
ん
延
防
止
へ
の
協
力
を
努
力

義
務
と
し
て
明
文
化
す
れ
ば
、
発

信
や
政
策
の
重
み
が
増
す
。
対
策

推
進
の
た
め
条
例
を
制
定
す
べ
き
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る

県
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

よ
り
多
く
の
指
定
を
目
指
し
、

医
療
機
関
や
郡
市
医
師
会
へ

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、

現
場
で
の
感
染
リ
ス
ク
へ
の
不
安

に
対
し
て
安
全
な
診
療
・
検
査
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
県
医
師

会
と
連
携
し
作
成
し
た
。
そ
の
結

果
多
く
の
医
療
機
関
を
指
定
、
公

表
で
き
た
た
め
患
者
の
過
度
な
集

中
は
避
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

県
は
12
月
１
日
か
ら
診
療
・

検
査
医
療
機
関
の
指
定
、
公

表
を
始
め
た
。
公
表
は
検
査
の
迅

速
化
、
保
健
所
の
負
担
軽
減
、
県

民
の
安
心
に
つ
な
が
る
一
方
、
医

療
現
場
か
ら
は
「
患
者
が
押
し
寄

せ
れ
ば
パ
ン
ク
す
る
」
な
ど
と
不

安
の
声
が
挙
が
る
。
こ
う
し
た
不

安
の
解
消
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

第
３
波
を
迎
え
、い
か
に
感
染

拡
大
を
防
ぐ
か
に
つ
い
て

埼玉県議会のホームページで、一問一答形式にした質疑質問・答弁の全文や、定例会の概要などをご覧いただけます。各種検索サイトから

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

県
は
診
療
・
検
査
医
療
機
関

の
指
定
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
専
用
医
療
施
設
の
整
備
を
進

め
て
お
り
、
３
月
に
は
１
４
０
８

床
を
確
保
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

陽
性
患
者
病
床
と
は
別
に
、
疑
い

患
者
受
け
入
れ
病
床
の
確
保
や
治

療
終
了
後
の
転
院
支
援
と
い
っ
た

一
貫
し
た
入
院
受
け
入
れ
体
制
の

構
築
を
進
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
再
拡
大
し
、

専
門
家
か
ら
は
「
第
３
波
到

来
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
県

は
11
月
30
日
に
「
フ
ェ
ー
ズ
Ⅳ
」

（
※
３
）
へ
の
移
行
を
決
定
し
た

が
、
感
染
拡
大
の
抑
止
は
検
査
・

保
護
・
追
跡
を
一
体
的
に
行
っ
て

こ
そ
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立

場
で
万
全
の
対
策
を
講
じ
、
県
民

を
守
る
べ
き
。
決
意
を
伺
う
。

医
療
崩
壊
を
防
ぎ
公
衆
衛
生

の
強
化
を

受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は

25
人
の
看
護
師
が
お
り
１
日

当
た
り
約
３
０
０
件
の
相
談
に
十

分
対
応
で
き
て
い
る
。
自
院
で
検

査
で
き
な
い
機
関
で
は
発
熱
患
者

を
診
察
し
必
要
な
場
合
に
発
熱
外

来
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
へ
つ
な
ぐ

体
制
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

運
用
で
感
染
拡
大
時
も
ス
ム
ー
ズ

な
診
療
・
検
査
体
制
を
確
保
す
る
。

診
療
・
検
査
医
療
機
関
の
指

定
、公
表
（
※
１
）
に
併
せ
、

医
療
機
関
探
し
に
迷
う
方
を
案
内

す
る
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
た
が
対
応
能
力
は
十
分
か
。

診
療・検
査
医
療
機
関
の
中
に
は
検

査
を
行
わ
な
い
所
も
あ
る
と
い
う
。

検
査
体
制
は
確
保
さ
れ
、
感
染
拡

大
の
中
、
診
察
や
検
査
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
る
体
制
で
あ
る
の
か
。

　12月定例会の一般質問は、12月4
日から行われました。15人の議員が
質疑・質問を行い、活発な論議が行わ
れました。

一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

高
齢
者
が
健
康
で
い
る
た
め

に
は
、
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
人
と
の
交
流
を
続
け

る
こ
と
が
重
要
。
コ
バ
ト
ン
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
（
※
４
）
を
活
用
し

た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
コ
バ
ト
ン
健

康
メ
ニ
ュ
ー
レ
シ
ピ
（
※
５
）
を

勧
め
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い
生

活
様
式
を
踏
ま
え
た
運
動
や
交
流

の
場
の
運
営
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
り
、
高
齢
者

の
外
出
頻
度
が
減
少
し
て
い
る
。

感
染
を
恐
れ
て
自
宅
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
に
な
る
こ
と
で
、
身
体
機

能
や
認
知
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
、
医
療
費
の
増
大
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
新
し
い
生
活
様
式

に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
に
資
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

コ
ロ
ナ
禍
で
も
ひ
き
こ
も
り

対
策
が
後
退
し
な
い
よ
う
電

話
相
談
を
中
心
に
業
務
を
継
続
し

た
。
ま
た
、
身
近
な
地
域
で
の
相

談
・
介
入
が
難
し
い
場
合
に
は
県

の
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ

ー
や
活
動
の
場
を
運
営
す
る
８
支

援
団
体
、
専
門
性
を
要
す
る
場
合

に
は
保
健
所
や
市
町
村
と
連
携
し

広
域
的
に
支
援
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
よ

り
行
政
の
訪
問
支
援
や
居
場

所
づ
く
り
が
困
難
と
な
り
、
８
０

５
０
問
題
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
の
家
族
は
近
所
に
知

ら
れ
た
く
な
い
思
い
で
離
れ
た
自

治
体
へ
相
談
す
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。
こ
の
よ
う
な
中
、
県
が
中

心
と
な
り
支
援
を
広
域
的
に
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
８
０
５
０
問
題

（
※
６
）
に
つ
い
て

日
常
生
活
に
必
要
な
派
遣
は

市
町
村
の
役
割
で
あ
る
。
確

保
で
き
な
い
場
合
は
市
町
村
の
委

託
を
受
け
て
埼
玉
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
が
派
遣
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
対
応
で
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
る
が
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

と
い
う
観
点
か
ら
は
地
域
に
密
着

し
た
支
援
が
望
ま
し
い
。
各
市
町

村
で
の
配
置
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

本
県
手
話
言
語
条
例（
※
８
）

の
制
定
か
ら
４
年
、
県
内
33

市
町
で
も
条
例
が
制
定
さ
れ
聴
覚

障
害
者
の
社
会
的
障
壁
は
取
り
除

か
れ
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
市
町
村

の
義
務
で
あ
る
手
話
通
訳
者
派
遣

事
業
で
は
専
任
通
訳
者
が
少
な
く
、

27
市
町
村
は
自
前
で
派
遣
を
行
え

な
い
。
全
市
町
村
で
の
手
話
通
訳

者
配
置
を
強
く
働
き
掛
け
る
べ
き
。

手
話
通
訳
者
が
足
り
な
い
！

手
話
通
訳
者
養
成
を
急
ぐ
と
き

埼玉県議会

医療・保健

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
戦
う

医
療
体
制
の
整
備

12 月 8日（火曜日）

辻　浩司
（民主フォーラム）

松坂喜浩
（県民）

髙木功介
（自民）

村岡正嗣
（共産党）

橋詰昌児
（公明）

松井　弘
（自民）

12 月 7日（月曜日）

井上　航
（県民）

荒木裕介
（自民）

12 月 4日（金曜日）

水村篤弘
（民主フォーラム）

職
員
採
用
試
験
の
最
終
合
格

倍
率
は
過
去
10
年
で
最
低
で

あ
り
大
変
憂
慮
し
て
い
る
。
受
験

者
を
増
や
す
た
め
、
県
の
魅
力
や

ワ
ン
チ
ー
ム
で
意
欲
的
に
働
く
職

員
の
姿
か
ら
、
本
県
で
働
く
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
く
。
さ
ら

に
「
日
本
一
働
き
や
す
い
県
庁
」

に
す
る
こ
と
で
質
、
量
共
に
「
優

秀
な
職
員
の
確
保
」
を
し
て
い
く
。

今
年
度
の
職
員
採
用
上
級
試

験
な
ど
の
結
果
を
見
る
と
、

優
秀
な
職
員
の
確
保
が
で
き
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。
特
に
技
術
系
、

免
許
資
格
職
で
顕
著
で
あ
り
、
総

合
土
木
職
で
は
採
用
予
定
者
数
41

人
に
対
し
最
終
合
格
者
数
が
37
人
。

現
状
に
ど
の
よ
う
な
危
機
感
を
持

ち
、
質
、
量
共
に
「
優
秀
な
職
員

の
確
保
」
に
い
か
に
取
り
組
む
か
。

優
秀
な
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

県　庁福　祉

不
法
投
棄
問
題
に
つ
い
て

県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
よ
り
省
力
化
が
可
能

な
乾
い
た
田
に
種
を
ま
く
乾か

ん

田で
ん

直ち
ょ
く

播は
ん

栽
培
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

生
育
む
ら
や
雑
草
に
よ
り
収
穫
量

が
安
定
し
に
く
い
課
題
が
あ
る
た

め
肥
料
や
除
草
剤
に
関
し
て
研
究

し
て
き
た
。
試
験
ほ
場
で
は
効
果

が
確
認
で
き
た
た
め
今
後
は
現
地

実
証
を
重
ね
技
術
確
立
を
目
指
す
。

担
い
手
不
足
を
補
う
た
め
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
に

期
待
が
懸
か
る
。
加
え
て
栽
培
方

法
を
見
直
せ
ば
よ
り
省
力
化
・
効

率
化
が
図
れ
る
。
稲
作
で
は
苗
を

植
え
ず
に
種
を
ま
く
直ち

ょ
く

播は
ん

栽
培
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
を

広
く
定
着
さ
せ
る
に
は
収
穫
量
な

ど
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
県
で

の
研
究
に
つ
い
て
伺
う
。

農
業
所
得
の
安
定
化
お
よ
び
担
い

手
不
足
に
つ
い
て

省
力
化
・
効
率
化
を
図
る
生
産
技

術
の
開
発

農　業

東
京
消
防
庁
に
よ
る
と
浸
水

地
域
で
の
活
動
に
有
効
で
あ

る
一
方
、
操
縦
に
技
術
を
要
す
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
熟
練

し
た
民
間
事
業
者
か
ら
協
力
を
受

け
て
活
用
で
き
れ
ば
円
滑
な
救
助

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
提
案
を

踏
ま
え
協
会
や
救
助
活
動
に
当
た

る
消
防
に
話
を
聞
き
協
定
締
結
を

含
め
連
携
で
き
る
か
検
討
す
る
。

エ
ア
ボ
ー
ト
は
日
本
各
地
の

災
害
現
場
で
救
助
活
動
な
ど

に
活
用
さ
れ
、
そ
の
有
用
性
が
実

証
さ
れ
て
い
る
。
令
和
２
年
東
京

消
防
庁
は
災
害
対
策
用
に
導
入
し
、

日
本
エ
ア
ボ
ー
ト
協
会
の
指
導
の

下
で
訓
練
を
重
ね
て
い
る
。
本
県

の
災
害
救
助
力
を
躍
進
さ
せ
る
た

め
、
協
会
と
災
害
協
定
を
締
結
し

て
は
ど
う
か
。

Ｊ
Ａ
Ａ
日
本
エ
ア
ボ
ー
ト
（
※
７
）

協
会
と
の
災
害
協
定
に
つ
い
て

安心・安全
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新
型
コ
ロ
ナ
関
連

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

計
画
で
は
脱
炭
素
社
会
を
２

０
５
０
年
以
降
の
で
き
る
だ

け
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
を
将
来

像
と
し
て
い
る
。
県
が
対
策
を
進

め
る
に
は
、
ま
ず
国
が
実
効
的
な

道
筋
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
国
の

議
論
な
ど
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
計
画
の
見
直
し
を
図
る
な
ど
、

時
宜
を
逃
す
こ
と
な
く
的
確
に
対

処
し
て
い
く
。

国
の
２
０
５
０
年
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
宣
言
な

ど
気
候
変
動
対
策
の
情
勢
は
変
化

し
て
い
る
。
県
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
経
済
復
興
を
好
機
と
捉

え
た
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
（
※

11
）の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

脱
炭
素
化
に
向
け
た
実
効
性
の
担

保
の
た
め
県
の
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
を
バ
ネ
に

「
脱
炭
素
化
」
社
会
の
実
現
を

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
発
展
し

優
れ
た
開
発
を
す
る
に
は
、

企
業
同
士
が
情
報
交
換
し
新
製
品

開
発
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
土

壌
づ
く
り
が
大
切
。
高
付
加
価
値

の
製
品
を
開
発
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
を
広
く
世
界
か
ら
誘
致
し
、

県
が
投
資
し
て
育
て
る
こ
と
で
、

県
内
外
の
産
業
発
展
に
寄
与
で
き

る
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

埼
玉
を
研
究
開
発
立
県
に

国
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
交
流
す
れ
ば
革
新
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
が
期
待
で
き
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
埼
玉
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
渋
沢
栄
一
創
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
※
10
）
に
よ
る
交
流
の
場

で
の
支
援
策
を
検
討
す
る
。
県
に

よ
る
投
資
も
支
援
手
法
の
一
つ
だ

が
課
題
も
あ
る
。
資
金
調
達
に
つ

い
て
も
議
論
す
る
。

深
谷
市
出
身
の
渋
沢
栄
一
翁

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
と
な
る
。
さ
ら
に
翌
年
の
大

河
ド
ラ
マ
で
も
本
県
ゆ
か
り
の
比

企
一
族
や
畠
山
重
忠
の
登
場
が
期

待
さ
れ
る
。
２
年
に
わ
た
り
本
県

が
大
河
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
好
機

を
生
か
し
、
結
び
付
け
て
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
新
た
な
観
光
資
源
と
な

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

大
河
ド
ラ
マ
と
地
域
振
興
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
連
携
し
大
河
ド
ラ

マ
「
青
天
を
衝つ

け
」「
鎌
倉

殿
の
13
人
」
の
二
つ
の
放
映
と
連

動
し
た
企
画
の
検
討
や
ツ
ア
ー
な

ど
を
通
じ
広
域
周
遊
に
つ
な
げ
る
。

併
せ
て
地
元
市
町
村
に
ド
ラ
マ
に

関
連
し
た
取
り
組
み
の
実
施
を
働

き
掛
け
る
と
と
も
に
県
公
式
観
光

サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
観
光
情
報
誌

な
ど
を
活
用
し
機
運
醸
成
を
図
る
。

本会議の様子

一般質問で行われた
すべての質疑質問・
答弁の全文は埼玉県
議会のホームページ
でご覧になれます。

本会議の模様はインターネット中継でご覧になれます。左の QR コードからアクセスできます。

その他の主な質疑・質問

用 語 解 説

意見書・決議
●減収補

ほ

塡
てん

債制度の対象拡充を求める意見書
●特定健康診査に歯科の項目を追加することを求める意見書
●性犯罪に関する刑法の規定等の更なる見直しを求める意見書
●不妊治療への保険適用の拡大等を求める意見書
●新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策が世界最高水準と評価されて
　いる台湾の世界保健機関（WHO）への参加を求める意見書
○政治分野における女性の活躍の更なる促進を求める意見書
●科学的根拠を生かした新型コロナウイルス感染症対策を求める決議

意見書６件を可決し、国に提出しました。また、決議１件を
可決しました。（●は全会一致での可決、○は賛成多数による可決）

県議会マスコット「ポッポ」

●県立高等学校等の令和３年度入試における対応について
●話題の人気アニメと連携した観光施策について
●コロナ禍での失業者への支援について
●コロナ禍を踏まえた人生 100 年プロジェクトの更なる推進について
　―高齢者のスポーツ行動率 UP
●子育て支援について―産後サポート事業の充実
●孤立と困窮に苦しむ学生の実態を把握し、緊急支援を求める
●若手 IT 技術者の養成について
●特別支援学校卒業後の医療的ケアについて
●子どもの居場所としてプレイパークを拡げる取組を
●県単独補助事業における指定都市と一般市との格差について
●教育の場こそ、人権まもり、多様性生かして
　―校則を考える 髪型で人のこころが見えるのか？
●教職員の児童・生徒に対するわいせつ行為について
●教職員を対象とする歯科健診の実施について
●ポストコロナの経済社会へ向けた行財政改革について
　―行政のスリム化とメタボ解消策
●小・中学校における ICT 教育について

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
社
会
課
題
の

解
決
に
向
け
、
県
行
政
す
べ

て
に
関
わ
る
広
範
囲
な
も
の
で
全

庁
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
。

計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
や
各
年
度
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
策
定
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
基
づ
き
ま
ず
は
県
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
る
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
な
ど
に
早
期
に
取
り
組
む
。

国
は
Ｄ
Ｘ
を
駆
使
し
た
省
庁

の
変
革
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
県
も
国
と
一
体
と
な
り
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、

脱
ハ
ン
コ
化
や
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用

な
ど
で
県
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
行

政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
広
範
囲
に
わ
た
る
県
行
政

の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
当
た
り
、
実
効
性

あ
る
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
る
か
。

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）（
※
９
）の
推
進

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

活力アップ

ぜひ、ご覧ください !!

12 月 10日（木曜日）

梅澤佳一
（自民）

横川雅也
（自民）

美田宗亮
（自民）

松澤　正
（自民）

秋山もえ
（共産党）

藤井健志
（自民）

12 月 9日（水曜日）

昨
年
度
は
一
般
廃
棄
物
44
件
、

産
業
廃
棄
物
51
件
の
通
報
を

受
け
付
け
、
市
町
村
や
県
環
境
管

理
事
務
所
が
対
応
し
た
。
今
後
は

一
般
、
産
業
の
区
別
な
く
周
知
し
、

一
層
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に

つ
な
げ
る
。
罰
則
や
警
察
と
の
連

携
明
記
の
看
板
を
市
町
村
と
協
力

し
て
設
置
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る

通
報
な
ど
で
撲
滅
に
取
り
組
む
。

一
般
廃
棄
物
は
市
町
村
、
産

業
廃
棄
物
は
県
が
担
当
だ
が

不
法
投
棄
は
廃
棄
物
を
捨
て
る
す

べ
て
の
行
為
を
指
す
。
県
設
置
の

産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
１
１
０
番

は
、
単
に
「
廃
棄
物
不
法
投
棄
１

１
０
番
」
と
し
て
統
一
的
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。
ま
た
、
犯
罪

行
為
で
あ
る
こ
と
の
周
知
を
強
化

す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

不
法
投
棄
問
題
に
つ
い
て

環　境

※１ 診療・検査医療機関の指定、公表
　県では、発熱患者が迷わず地域の
医療機関等で受診することができる
よう、新型コロナウイルス感染症と
インフルエンザ両方の診療を行い、
必要な検査を行う医療機関（関連す
る医療機関等で検査を行う場合を含
む）を「埼玉県指定診療・
検査医療機関」として
指定、公表している。

※２ 特措法
　新型インフルエンザ等対策特別措
置法。新型インフルエンザおよび全
国的かつ急速なまん延のおそれのあ
る新感染症に対する対策の強化を図
るための法律。暫定措置として令和
２年３月に新型コロナウイルス感染
症をこの特措法の適用対象とする改
正が行われた。

※３ フェーズⅣ
　県が設定した病床確保計画（新型
コロナの拡大に備え、入院患者数な
どに応じた四つのフェーズ（段階）
ごとに必要な病床数を設定した計画）
における「ピーク期」（推計患者数
が最大の状態）に当たるフェーズ。

※４ コバトン健康マイレージ
　ウオーキングや特定健診の受診な
どでポイントが貯まり、抽選で賞品
が当たるなど、楽しみながら手軽に
健康づくりができる事業。

※５ コバトン健康メニューレシピ
　塩分や野菜の量に配慮したメニュ
ーレシピを県のホームページやクッ
クパッドで紹介。メニューの基準は、
食塩相当量3g未満、野菜使用量120g
以上、エネルギー500～700kcal。

※６ 8050（はちまるごーまる）問題
　ひきこもりの長期化、高年齢化を

背景に、80代の親が収入のない50
代の子の生活を支える状態となる問
題。社会的な孤立や、経済的に余裕
のない場合に生活に困窮することも
問題となる。

※７ エアボート
　船体の後部に設置されたプロペラ
を動力に進む平底のボート。河川な
どの浅瀬やがれきが浮遊する水面、
アスファルトなど通常のボートでは
走行不可能な場所でもスムーズに移
動できるため、浸水エリアと陸地が
混在する災害現場で活用できる。

※８ 埼玉県手話言語条例
　手話が言語であるとの認識に基づ
き、手話の普及に関し基本理念およ
び施策の推進に係る基本的事項を定
めた条例。聴覚障害者と聴覚障害者
以外の者とが共生することができる
地域社会の実現に寄与することを目
的とする。議員提案により、平成28
年3月に制定。

※９ DX（デジタルトランスフォーメーション）
　最新のデジタル技術を使った生活、
働き方、経営、事業などの変革。

※10 渋沢栄一創業プロジェクト
　渋沢栄一翁の理念を受け継ぐ起業
家や起業希望者、ベンチャー企業を
支援する事業。ビジネスマッチング
や資金調達など伴走型支援により成
長の加速化を図るとともに、起業家
やさまざまな業種の大企業・中小企
業が交流し、マッチングが生まれる
場を創造する。

※11 グリーンリカバリー
　コロナ禍からの経済復興に当たり、
脱炭素化などの気候変動対策、環境
問題対策に投資を行うといった、経
済と環境対策の両立を図る政策の考
え方。

詳しくは県ホームページから。▶

クックパッドはクックパッド（株）の登録商標です。
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再生紙を使用しています。この広報紙は、点字版とデイジー版（音声のみ）も発行しています。
ご希望の方は、県議会事務局政策調査課広報担当（TEL.048-830-6257）にご連絡ください。

埼玉県議会だより No.164令和3年（2021年）1月23日（土）

細田善則
副委員長

須賀敬史
委員長

石川忠義
副委員長

委員会リポート
repor

t
　11月30日、12月2日、14日に常任委員会を開き、補正予算・条例などの議案および請願の審査などを行いました。審査の結
果、議案52件を原案の通り可決、1件を否決すべきものと決定しました。また、請願４件を不採択とすべきものと決定しました。
　12月15日、16日には特別委員会を開き、議案および付託案件の審査を行いました。このうち、決算特別委員会では議案
2件を認定すべきものと決定しました。

議 会 運 営 委 員 会
　11 月 20 日と定例会中の 5 日間、会議を開き、本会議を円滑かつ
効率的に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方法
や順序などについて会派間の協議を行いました。

企画財政委員会

総務県民生活委員会

環境農林委員会

福祉保健医療委員会

産業労働企業委員会

県土都市整備委員会

文教委員会

警察危機管理防災
委員会

「知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例の一
部を改正する条例」などについて審査

「特別職の職員の給与及び旅費に関する条例及び埼玉県教育委員会教
育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例」などについて審査 情報技術の活用と行政の効率化について審査

「指定管理者の指定について（さいたま緑の森博物館）」
などについて審査

埼玉新都市交通（株）、埼玉高速鉄道（株）、（公社）
埼玉県農林公社における改革の取り組みについて審査

「地方独立行政法人埼玉県立病院機構の中期目標を定め
ることについて」などについて審査 高齢者への支援について審査

「令和 2 年度埼玉県地域整備事業会計補正予算（第 2 号）」
などについて審査 雇用対策と働き方改革について審査

「令和 2 年度埼玉県一般会計補正予算（第 10 号）」など
について審査 災害に強いまちづくりについて審査

「指定管理者の指定について（埼玉県立長瀞げんきプラ
ザ）」などについて審査 スポーツの振興について審査

「埼玉県迷惑行為防止条例の一部を改正する条例」など
について審査

９月定例会で執行部へ送付した提言に対する対応状
況や考え方について審査

自然再生・循環社会
対策特別委員会
地方創生・行財政改革
特別委員会

少子・高齢福祉社会
対策特別委員会
経済・雇用対策
特別委員会
危機管理・大規模災害
対策特別委員会
人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会
新型コロナウイルス
感染症対策特別委員会

公社事業対策
特別委員会

資源循環型社会づくりについて審査

常 任 委 員 会 特 別 委 員 会

Q 〇に当てはまる数字は
何でしょう。

令和２年12月定例会は○日間にわたり開かれました。

埼玉県立近代美術館

　はがきに右記のようにご記入の上、２月２日（火）（当
日消印有効）までにお送りください。正解者の中から
抽選でプレゼントを差し上げます。
　当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代えさ
せていただきます。対象は、埼玉県内に在住・在勤・
在学している方のみとなります。

　モネ、シャガール、ピカソなどの海外の巨匠か
ら日本の現代作家まで、優れた美術作品をコレ
クションして展示しています。また、ユニーク
なテーマを設けた企画展を随時開催しています。

〒330-0061
埼玉県さいたま市浦和区常盤9-30-1
開館時間 10：00～17：30

（展示室への入場は17：00まで）
休館日 月曜日
電話 048-824-0111

【個人情報の取り扱い】応募はがきは、抽選と
プレゼントの発送以外の目的には使用いた
しません。

63円 〒330-9301
埼
玉
県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
課

「
県
議
会
ク
イ
ズ
」係

１.クイズの答え
２. 郵便番号
３.住所
４. 通勤・通学先の
　 市町村名（県外に
　 お住まいの方のみ）
５. 氏名・年齢
６. 希望するプレゼント
７. 埼玉県議会だよりに
　 対するご意見

県議会ホームページからも
ご応募いただけます。▶

A 図書カード(1,000円分)・・・20名様
B 埼玉県立近代美術館 企画展「コレクション 4つの
　水紋」招待券※・・・２名様（2枚セット）
※併せてMOMASコレクション（1階展示室）もご覧になれます。
　企画展「コレクション 4つの水紋」の会期は令和3年3月21日（日）までです。
　緊急事態宣言の発出などに伴い、2月8日（月）まで休館。
　詳しくは、県立近代美術館ホームページをご覧ください。

プレゼント！

たくさんのご応募ありがとうございました。
一般写真部門864作品、モバイル写真部門412作品の中から
入賞作品が決定しました。（敬称略、50音順）

決算特別委員会の審査結果 予算特別委員会を設置
　９月定例会に提出された「令和元年度埼玉県の一般会計及び特別会計決算の認
定について」など２議案を閉会中を含めて審査し、認定すべきものと決定しまし
た。また、77項目を改善または検討を要する事項としました。

　令和３年度一般会計当初予算、特別会計当初予算および公営企業会計当初予算
の審査ならびにこれらに関連する事項の調査を行います。

一 般 写 真 部 門 モバイル写真部門

特 別 賞（ 対象は30歳未満の方 ） 大山広剛　金子璃南

●入賞作品はホームページ
　でご覧になれます。

●1面ではスマートフォン
　アプリのAR機能を使っ
　て入賞作品をご覧にな
　れます。

来年度も、8月から11月
までフォトコンテスト
の作品を募集する予定
です。県議会だよりの
表 紙 などを飾る四 季
折々の 作品をお 待ち
しています。

●お知らせ

埼玉県議会

埼玉県議会

埼玉県議会

フォトコンテスト
第16回

1面を
よーく
読んでね!

ヒント

入賞作品決定!

「埼玉県迷惑行為防止条例」を議員提案により改正
　近年、スマートフォンの普及や撮影機器の高機能化、小型化に伴
い、盗撮行為がさまざまな場所で行われています。また、盗撮され
た画像データは半永久的に記録され、インターネット上に流出する
おそれがあるほか、個人の特定が可能なケースも少なくありません。
　このような状況を踏まえ、盗撮行為等の規制場所を拡大するとと
もに、罰則を強化するため、本条例の改正案が議員提出され、審議
の結果、全会一致で可決されました。

県議会
マスコット「ポッポ」

⃝「盗撮行為」、「盗撮の準備行為」について罰則を強化。

⃝「盗撮行為」、カメラの設置といった「盗撮の準備行為」、
　「のぞき行為」について規制場所を拡大。

規制場所を拡大

公共の場所
公共の乗物

現行 改正後
公共の場所、
公共の乗物に加え、
学校、事務所、住居など

令和3年
4月1日
施行

県議会クイズ

撮影：松本和幸

テーマ 埼玉の「四季」A
議 長 賞 「鷺の舞い」沖舘 宏

清水芳明
猪俣　靖　上山礼子　斉藤重利
田村悠也　平田久司　森　卓廣
山田信夫

副議長賞

入　　選

撮影場所：滑川町

テーマ 自由（フリーテーマ）B
議 長 賞 「ママと初桜」片桐新一郎

原田椋介副議長賞
厚目　正　小林直治　酒井勇吉
須藤康男　馬場　歩　宮岡俊一
宮田哲夫

入　　選

撮
影
場
所：坂
戸
市 

北
浅
羽
桜
堤
公
園

テーマ 自由（フリーテーマ）B
ベストショット賞「夏雲」佐藤宏二

撮
影
場
所：越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

改正の概要

テーマ 埼玉の「魅力」A
ベストショット賞

入　　選 林　弘樹　本田美香入　　選 加藤恵美　加藤美咲

撮影場所：国営武蔵丘陵森林公園

「水晶玉に閉じ込めた秋」山田佳祐


